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※休診日は日曜・祭日・年末年始
夏休み（８月で一ヶ月前から掲示）です。

新小岩診療所・診療案内
江戸川区松島4-27-2 電話０３－３６５１－２９４４

葛西みなみ診療所・診療案内
江戸川区南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル２Ｆ 電話０３－５６７９－７１４４

一之江内科クリニック・診療案内

江戸川区一之江3-2-35 一之江ＴＩＡビル２Ｆ 電話０３－３６５６－６６８８

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30分

松村所長 和泉祐一 松村所長

注②
診療受付
10:30～
12:30
福山朋房

関口康宣

第1.3.5
松村所長
第2.4
工藤恵子

午後
14時～16時30分

注①
予約外来
松村所長

注①
予約外来
松村所長

休診
（訪問診察）

注①
予約外来
松村所長

当面休診 休診

夜間
18時～19時30分

休診 松村所長 休診 松村所長 休診 休診

受付時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～
12時30分

田村倫朗
(内科)

田村倫朗
(内科)

佐藤 望
(内科・神経内科)

田村倫朗
(健康診断)

田村倫朗

(内科)
恩田圭司
(整形外科)

吉川俊治
第1.3(内科)
江花有亮
第2.4.5(内科)

午後
14時～16時

田村倫朗
(内科)
福島 琢
(訪問診療)

外来休診

田村倫朗
(訪問診療)

大内修司
(内科・糖尿病)
佐野裕之
(訪問診療)

田村倫朗
(内科)

外来休診

休診
田村倫朗
(訪問診療)

夜間
18時～20時

休診
田村倫朗
(内科)

大倉哲朗
(内科外科)

休診
田村倫朗
(内科)

休診

安心して住みつづけられるまちづくりをめざして

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時

高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 松村 元田

午後
14時～17時

高野所長 高野所長
訪問診療

高野所長
訪問診療

休診
高野 小川

夜間
17時～18時30分

休診 高野所長 休診 高野所長 休診 休診

葛西駅

か
さ
い

保
健

医
療

福
祉

ビ
ル

２
Ｆ

葛
西
み
な
み
診
療
所
→

セブンイレブン

釣
具
上
州
屋

←公園

葛
西
み
な
み
高
校
入
口

環
七
通
り

環
七
通
り

一之江ＴＩＡビル２Ｆ

一之江内科クリニック
↓

↑

バスターミナル

ローソン↓

新小岩駅

↑

新
小
岩
診
療
所

平
和
橋
通
り

新
小
岩
一
丁
目

↓

ル
ミ
エ
ー
ル
商
店
街

松島通り

交
番

パーマ→

今井
街
道

一之
江駅

浦安方面→

市川方面→

本八
幡方
面→

戦
争
す
る
国
づ
く
り
に
反

対
し
、
誰
も
が
安
心
の
医
療
・

介
護
を
。
困
難
を
か
か
え
た

人
び
と
に
寄
り
添
う
友
の
会

活
動
を
す
す
め
よ
う
。
班
づ

く
り
を
す
す
め
、
１
５
０
０

名
の
友
の
会
を
つ
く
ろ
う
。

の
三
つ
の
活
動
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
か
か
げ
て
６
月
18
日
に
葛

西
み
な
み
診
療
所
５
階
で
定

期
総
会
が
ひ
ら
か
れ
ま
し
た
。

総
会
に
先
立
っ
て
行
わ
れ

た
記
念
講
演
は
医
療
法
人
・

南
葛
勤
医
協
の
久
手
堅
る
み

子
副
看
護
部
長
が
「
介
護
保

険
と
総
合
事
業
」
の
テ
ー
マ

で
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

久
手
堅
さ
ん
は
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
と
し
て
、
介
護
保
険

の
利
用
者
と
家
族
の
状
況
に

つ
い
て
事
例
を
紹
介
し
な
が

ら
、
年
々
制
度
改
悪
が
す
す

み
、
ほ
ん
と
う
に
困
っ
て
い

る
人
が
利
用
で
き
な
い
こ
と
、

保
険
料
、
利
用
料
も
負
担
が

増
大
し
て
い
る
こ
と
、
要
介

護
度
３
以
上
で
な
い
と
、
利

用
で
き
な
い
方
向
に
す
す
ん

で
い
る
こ
と
な
ど
を
お
話
し

さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
は
「
介
護
制
度
の

改
悪
で
老
後
が
心
配
」「
憲
法

の
解
釈
を
変
え
て
戦
争
す
る

国
づ
く
り
は
許
せ
な
い
」
「
社

会
保
障
の
充
実
を
」
な
ど
の

思
い
を
反
映
し
て
約
90
人
の

会
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

総
会
議
事
は
、
ス
ラ
イ
ド

を
使
っ
て
の
活
動
報
告
と
２

０
１
６
年
度
の
活
動
方
針
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
１

６
年
度
の
重
点
的
な
活
動
と

し
て
①
憲
法
９
条
を
守
り
、

安
保
法
制
を
廃
止
②
社
会
保

障
制
度
の
充
実
を
求
め
る
③

助
け
合
い
活
動
を
広
げ
る
④

健
康
づ
く
り
や
健
診
に
と
り

く
む
⑤
サ
ー
ク
ル
活
動
を
旺

盛
に
す
す
め
る
⑥
地
域
に
班

を
つ
く
り
１
５
０
０
名
の
友

の
会
を
つ
く
る
こ
と
な
ど
を

確
認
し
ま
し
た
。
そ
し
て
会

計
報
告
と
予
算
案
、
会
長
は

じ
め
、
幹
事
40
名
の
役
員
提

案
が
行
わ
れ
、
総
会
議
案
は

大
き
な
拍
手
に
よ
っ
て
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
は
南
葛
勤
医
協
を

は
じ
め
、
区
内
の
民
主
団
体
、

労
働
組
合
、
日
本
共
産
党
の

区
議
団
な
ど
の
代
表
が
出
席

し
、
祝
辞
と
激
励
の
言
葉
が

の
べ
ら
れ
ま
し
た
。

議
事
終
了
後
は
出
席
者
に

よ
る
懇
親
会
が
開
か
れ
、
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

注① 月・火・木の午後は予約外来となっていますが、ご予約のない方も受診

いただけます。（予約優先）

注② 木曜日9:00～10:30は健康診断専用時間です。
内科受診の希望者は10:30～12:30の間にお越しください。

医療・介護など社会保障の充実を

江
戸
川
健
康
友
の
会
・
第
７
回
総
会
ひ
ら
く

総会後の懇親会で職員と共になごやかに展望を語り、

歌やおどりを楽しみました

「
友
の
会
だ
よ
り
」
８
月
号
は
休
刊
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
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無
差
別
・
平
等
の
医
療
と
福

祉
の
充
実
を
め
ざ
し
て
い
る
全

日
本
民
医
連
（
全
日
本
民
主
医

療
機
関
連
合
会
）
の
「
共
同
組

織
」
と
し
て
、
江
戸
川
健
康
友

の
会
第
７
回
定
期
総
会
は
、
要

旨
次
の
よ
う
な
２
０
１
６
年
度

の
活
動
方
針
を
決
め
ま
し
た
。

①
国
庫
負
担
を
増
や
し
て
、
高

す
ぎ
る
国
保
料
、
介
護
保
険

料
の
引
き
下
げ
、
75
才
以
上

の
医
療
費
窓
口
負
担
を
無
料

に
、
年
金
の
切
り
下
げ
反
対

な
ど
の
要
求
と
共
に
「
自

立
・
自
助
」
な
ど
の
助
け
合

い
を
押
し
付
け
る
社
会
保
障

の
変
質
と
解
体
、
徹
底
し
た

予
算
の
削
減
に
反
対
す
る
活

動
に
と
り
く
み
、
誰
も
が
安

心
し
て
利
用
で
き
る
医
療
・

介
護
制
度
な
ど
、
社
会
保
障

の
充
実
を
求
め
る
活
動
に
と

り
く
み
ま
す
。

②
健
康
的
な
毎
日
を
送
る

に

は
、
自
分
の
身
体
の
状
態
を

知
る
こ
と
が
大
切
。
病
気
の

早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た

め
、
無
料
で
受
診
で
き
る
国

保
・
長
寿
健
診
な
ど
、
区
民

検
診
の
受
診
を
呼
び
か
け
ま

す
。
ま
た
、
「
新
小
岩
・
一

之
江
・
葛
西
み
な
み
」

な

ど
、
民
医
連
加
盟
の
三
つ
の

医
療
機
関
と
連
携
し
て
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

接

種
、
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
な

ど
の
婦
人
科
健
診
に
も
と
り

く
み
、
健
康
づ
く
り
の
活
動

を
す
す
め
ま
す
。

③
江
戸
川

大
気
汚
染
を
な
く

会
、
公
害
患
者
会
と
共
に
き

れ
い
な
空
気
と
み
ど
り
を
ふ

や
し
、
公
害
を
な
く
す
活
動

に
と
り
く
み
ま

す
。
と
く

に
、
車
社
会
か
ら
の
転
換
を

め
ざ
し
、
自
動
車
排
ガ
ス
規

制
、
沿
道
緑
化

、
ブ
ル
ー

レ
ー
ン
・
ナ
ビ
マ
ー
ク
な
ど

で
自
転
車
の
走
行
環
境
の
整

備
を
求
め
る
活
動
に
と
り
く

み
ま
す
。

④
孤
立
の
な
い
、
ゆ
と
り
あ
る

高
齢
期
を
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
し
た
い
と

の
思
い
は
、
高
齢
者
み
ん
な

の
願
い
で
す
。
介
護
保
険
で

は
利
用
で
き
な
い
家
事
、
清

掃
、
外
出
支
援
な
ど
、
く
ら

し
応
援
の
助
け
合
い
、
支
え

あ
い
活
動
に

と
り
く
み
ま

す
。

⑤
区
内
人
口
約
68
万
人
、
65
才

以
上
の
高
齢
比
率
は
約

21
％

で
す
。
高
齢
者
が
地
域
で
元

気
に
交
流
し
、
集
う
身
近
な

〝
居
場
所
〞
（
食
事
会
）
の

内
容
を
充
実
し
ま
す
。

⑥
戦
争
法
の
廃
止
と
社
会
保
障

構
造
改
革
の
中
止
を
求
め
、

立
憲
主
義
を
取
り
も
ど
し
、

憲
法
９
条
・
25
条
を
守
る
共

同
の
輪
を
大
き
く
広
げ
、
人

権
と
平
和
を
守
る
た
め
に
活

動
し
ま
す
。

⑦
健
康
友
の
会
を
大
き
く
す
る

た
め
に
支
部
や
班
づ
く
り
に

と
り
く
み
ま
す
。
楽
し
み
と

生
き
が
い
を
つ
く
れ
る
多
様

な
サ
ー
ク
ル
活
動
に
と
り
く

み
ま
す
。

２７

どこの処方箋でもお受けいたします

なぎさ薬局では、おくすり手帳をお渡しして

おります。みなさんが飲んだり、使ったりしてい

るお薬の記録を残すためのものです。この手

帳があれば、

◆医師・薬剤師が、どのような薬をどのくらいの

期間使用しているかを知ることができます。

◆医師・薬剤師が、同じ薬が重なっていないか、

よくない飲み合わせではないかをチェックで

きます。おくすり手帳は、

お薬を有効に、安全に使用

していただく手助けにな

るのです。

なぎさ薬局
T E L 0 3- 5 6 79 - 7 1 37／ FAX 0 3 -5 6 7 9 -7 1 3 8

Ｑ：漢方薬は、すぐには効かないのですか？

Ａ：「長く飲まないと効果がない」というイメージの強

い漢方薬ですが、すぐに効果を発揮するものもありま

す。

急性の病気に使う麻黄湯（まおうとう）（インフルエ

ンザに使用）・葛根湯（かっこんとう）（風邪のひきは

じめに使用）・灼薬甘草湯（しゃくやくかんそうとう）

（こむらがえりに使用）などがその例です。これらで重

要なのは、飲むタイミングを遅らせないことです。時

期が過ぎて飲み続けても、十分な効果を発揮しませ

ん。

反対に、「疲れやすい」「冷え性」などの体質の改善

や、長引く痛みなどに使用する「補中益気湯（ほちゅ

うえっきとう）」「桂枝加朮附湯（けいしかじゅつぶと

う）」などは効果が出るまで時間がかかり、飲み続ける

必要があります。目安としては、早くて 2 週間、長く

て４週間ほど続けると効果を感じられる場合が多いよ

うです。

Ｑ：漢方薬に副作用はないのですか？

Ａ：ゼロではありません。どのような生薬（漢方薬の

原料）が含まれる漢法薬なのかを知ることで、注意す

べき副作用を知ることができます。有名なところで

は、多くの漢方薬に含まれている甘草です。摂りすぎ

た場合、体内のカリウムが低くなり、血圧上昇やむく

みなどの副作用が出ます。甘草を多く飲むほど発生す

る可能性が高くなります。漢方薬を数種類飲む場合に

は、特に注意が必要です。

その他、麻黄（まおう）を含む漢方で不眠、地黄

（じおう）を含む漢方で胃障害、附子（ぶし）や人参を

含む漢方で血圧上昇が起こる場合があります。

Ｑ：副作用を防ぐ方法はありますか。

Ａ：副作用が起こるのは、多くの場合、体質に合って

いない漢方薬を選んでいるためです。人参は虚弱体質

の方に使われる生薬ですが、これを元気な人が飲むと

血圧上昇が起こりやすくなります。

小紫胡湯（しょうさいことう）で間質性肺炎が起

こったという報告もありますが、肝炎の治療のため、

体質を無視して一律に乱用したことも、副作用の原因

のひとつと考えられています。

また、冷えや生理痛などの改善のため、 女性に使わ

れることも多い漢方薬ですが、妊娠中に飲んではいけ

ない生薬もあります。市販薬を購入する場合、必ず薬

剤師に相談してください。

漢方薬を上手に使うためには、自分にぴったり合っ

たものを選ぶことが一番大切です。まずは専門医を受

診することをおすすめします。

機関誌「いつでも元気」より転載

編
集
後
記

▼
つ
い
に
舛
添
氏
が
知
事
を
辞
め
、
都

知
事
選
挙
と
な
り
ま
し
た
。
５
月
、
６

月
と
ま
あ
次
か
ら
次
へ
と
発
覚
し
た
政

治
資
金
の
不
適
切
な
使
い
方
、
公
私
混

同
も
は
な
は
だ
し
く
セ
コ
イ
、
一
貫
し

て
独
り
よ
が
り
、
辞
め
る
の
は
あ
た
り

ま
え
で
す
が
、
し
か
し
そ
の
真
相
究
明

も
中
途
半
端
の
ま
ま
終
わ
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
▼
で
も
は
っ
き
り
し
た
事
も
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
は
政
治
資
金
規
制

法
・
政
党
助
成
法
が
い
か
に
ザ
ル
法
で

あ
っ
た
か
で
す
。
さ
っ
そ
く
見
直
し
、

改
正
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
▼
都
民

の
暮
ら
し
の
中
で
切
実
な
問
題
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
先
日
、
麻
生
大
臣
が

「
90
歳
で
老
後
の
心
配
だ
と
？
い
つ
ま

で
生
き
る
つ
も
り
か
よ
」
と
言
っ
た
そ

う
で
す
。
老
後
の
心
配
を
し
な
く
て
も

い
い
政
治
、
社
会
保
障
の
充
実
等
、
今

後
の
都
政
を
に
な
う
知
事
に
は
ぜ
ひ
実

現
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
（
猪
瀬
）
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漢方薬について（下）

２
０
１
６
年
度
・
友
の
会
活
動
方
針

２０１６年度役員名簿

役職名 氏 名 地 域

会 長 八 巻 登 北 篠 崎

副 会 長
石 井 う た
猪 瀬 悠 紀 子
渡 辺 利 子

西 葛 西
中 央
東 瑞 江

事 務 局 長 黒 木 武 義 南 葛 西

事務局次長

佐 藤 翼
丸 山 愛 三
日 影 館 一
高 取 伸 吉
西 山 千 尋
藤 巻 良

西 葛 西
松 島
職 員
職 員
職 員
職 員

幹 事

青 柳 恵 美 子
有 馬 三 郎
石 井 勝 治

伊 藤 信 子
飯 島 新 二
今 関 カ ネ 子
遠 藤 哲
太 田 美 音
久 高 美 枝 子

小 林 功
櫻 井 和 代
佐 藤 ケ イ 子
嶋 村 伸 子
鈴 木 正 美

武 居 一 夫
高 野 芳 子
千 葉 邦 彦
寺 澤 カ ツ
遠 田 雄 一
中 村 栄 子

則 近 恵 津 子
福 本 悦 子
正 木 千 恵
森 岡 糸 子
森 野 操

吉 川 文 男
渡 部 周 次 郎

松 島
北 葛 西
西一之江

東 葛 西
西 葛 西
清 新 町
南 葛 西
清 新 町
南 葛 西

江 戸 川
江 戸 川
東 葛 西
東 葛 西
西 葛 西

中 葛 西
南 小 岩
南 葛 西
南 葛 西
中 葛 西
鹿 骨

中 葛 西
中 葛 西
南 葛 西
臨 海 町
西 瑞 江

江 東 区 北 砂

一 之 江

会 計 監 査
表 優 子
松 永 道 代

職 員
松 島
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友
の
会
広
場

俳
句
・
川
柳
な
ど
作
品

の
寄
稿
は
毎
月
20
日
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
届
け

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

友
の
会
だ
よ
り
編
集
部

▼
俳
句

江
戸

川

長
沢

常

良

阿

波
踊

り
腰

の
印
籠

き
ら

め
け

り

墨

堤
に

暮
れ

て
ゆ
く

な
り

薄
羽

織

七

月
の

引
き

網
に
雑

魚
光

り
け

り

西

一
之

江

永

井

嶽

己

が
髪

白
さ

を
消
す

に
夏

帽
子

日

暮
れ

時
蚊

音
一
つ

に
手

踊
り

す

梅

雨
の

夜
の

靴
音
重

く
通

り
過

ぐ

▼
川
柳

清

新
町

石

川

優

広

げ

た

い

セ

コ

イ

・

カ

ロ

ウ

シ

よ

り

キ

ュ

ウ

ジ

ョ

ウ

い
つ

ま
で
と

言
う

人
よ

り
は
生

き
て

や
る

損
得

で
止
め

る
程

度
の

リ
オ
視

察

南

葛
西

小

宮
山
鑑

二

都
知

事
選
二

度
あ

る
こ

と
は
三

度
あ

り

雨
災

害
ア
ベ

ノ
ミ

ク
ス

へ
警
笛

よ

パ
大

リ
ー
グ

セ
大

学
野

球
交
流

戦

私
の
月
曜
日

南
小
岩

高
野

芳
子

昨
夜
か
ら
降
り
出
し
た
雨
は
止

む
気
配
も
な
く
、
今
日
は
何
人
位

来
て
く
だ
さ
る
の
か
と
気
に
か
か

る
。
で
も
12
時
を
過
ぎ
る
と
、
悪

天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
い
つ
も
の

お
馴
じ
み
の
顔
が
並
び
、
元
気
な

声
が
フ
ロ
ア
ー
に
広
が
っ
て
い

た
。
私
が
、
月
曜
日
「
さ
わ
や
か

喫
茶
」
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂

い
て
か
ら
は
や
半
年
が
過
ぎ
、
漸

く
多
少
の
こ
と
は
こ
な
せ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

近
頃
は
、
皆
様
の
お
名
前
な
ど

も
少
し
覚
え
、
お
話
を
さ
せ
て
頂

い
て
お
り
ま
す
。
当
初
は
葛
西
近

郊
の
方
が
多
く
、
小
岩
か
ら
通
う

私
は
と
て
も
不
安
で
し
た
。
そ
ん

な
私
を
温
か
く
迎
え
て
頂
き
、
ま

た
、
膝
を
痛
め
て
思
う
よ
う
に
動

け
な
い
時
季
に
も
、
や
さ
し
く
気

づ
か
っ
て
下
さ
っ
た
事
、
ス
タ
ッ

フ
の
方
々
に
も
感
謝
の
思
い
で
一

杯
で
す
。

今
私
た
ち
が
心
が
け
て
い
る
の

は
、
ご
家
庭
で
は
あ
ま
り
作
る
機

会
が
な
い
、
ひ
と
手
間
を
か
け
た

手
作
り
の
お
料
理
を
お
出
し
で
き

れ
ば
と
い
う
こ
と
で
す
。
和
食
を

最
も
得
意
と
す
る
チ
ー
フ
の
も

と
、
精
一
杯
頑
張
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

食
は
、
人
が
生
き
る
上
で
の
根

源
で
あ
り
、
最
も
重
要
な
も
の
の

一
つ
と
思
い
ま
す
。
お
昼
ご
飯
を

食
べ
な
が
ら
親
し
い
友
人
た
ち
と

笑
顔
で
語
り
合
う
そ
の
様
子
を
見

る
の
は
、
何
よ
り
の
喜
び
で
す
。

一
人
暮
ら
し
歴
５
年
の
私
に

と
っ
て
も
、
月
曜
日
は
、
心
の
太

陽
と
な
り
ま
し
た
。

▼
短
歌

西

瑞
江

豊
田

育

子

老
人

の
い

く
さ

話
は

凄
し
と

ぞ
声

を
弾

ま
す
介

護
士

の
娘

は

タ
リ

バ
ン

の
略

奪
怖

れ
館
員

の
決

死
の

行
動
秘

宝
を

守
る

紛
争

の
破

壊
逃

れ
し

仏
像
い

く
つ

四
千

年
の
眠

り
に

目
覚

め
て

東

葛
西

新

真

父
の

日
に

享
年

近
づ

く
今
年

な
り

い

つ
ま
で

も
子

の
ま

ま
で
い

る

夏
休

み
朝

餉
の

前
の

厩
舎
に

て

軍
馬

免
が
れ

た
生

き
馬

の
背
に

乗
る

父
と

母
の

弟
が

二
人

寄
宿
す

る

都
営

住
宅
の

狭
い

土
間

三
和
土

三
郷

市

石

塚
ふ

さ
子

な
が

ら
い

て
ひ

孫
の

写
メ
ー

ル
と

ど
く

世
に
生

声
う

れ
し

五
月
晴

れ

太
い

根
の

年
輪

語
る

白
木
蓮

十
六

月
夜

に
う
か

ぶ
花

い
ざ
よ
い

エッセイ

さわやか喫茶のスタッフと

（後列左が高野さん）

安
倍
政
権
の
も
と
で
続
く
社
会

保
障
抑

制
の
中
、
子
ど
も

、
若

者
、
働
き
盛
り
、
高
齢
者
す
べ
て

の
世
代

で
広
範
に
貧
困
が

拡
大

し
、
生
存
権
ま
で
脅
か
さ
れ
て
い

ま
す
。
貧
困
や
格
差
は
健
康
に
も

影
響
し
ま
す
。
そ
れ
を
端
的
に
示

す
の
が
、
全
日
本
民
医
連
が
加
盟

す
る
病
院
や
診
療
所
の
協
力
で
毎

年
行
っ
て
い
る
「
経
済
的
事
由
に

よ
る
手

遅
れ
死
亡
例
調
査

」
で

す
。
今
年
３
月
に
昨
年
一
年
間
の

調
査
集
計
の
概
要
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

調
査
開
始
か
ら
５
０
９
人

高
い
保
険
料
が
払
え
ず
無
保
険

状
態
に
な
っ
た
り
、
窓
口
負
担
の

支
払
い
が
ネ
ッ
ク
で
受
診
が
遅
れ

て
、
死
亡
に
至
っ
た
事
例
は

05
年

の
調
査
開
始
か
ら
、
こ
れ
ま
で
通

算
し
て

５
０
９
件
に
な
り

ま
し

た
。最

多
だ
っ
た
２
０
１
０
年
の
71

件
以
来
、
13
年
（
56
件
）
、
14
年

（
56
件
）
、
今
回

15
年
は
、
32
都
道

府
県
か
ら
63
件
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。全

日
本
民
医
連
の
岸
本
事
務
局

長
は
、
調
査
報
告
の
発
表
に
際
し

「
全
国
の
民
医
連
の
事
業
所
に
か
か

る
患
者
は
、
日
本
全
体
の
２
％
に

過
ぎ
な
い
」
と
語
り
、
63
件
が
氷

山
の
一
角
で
、
全
国
に
は
同
様
の

手
遅
れ
死
亡
が
多
数
潜
在
し
て
い

る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。
加
え

て
「
早
く
病
院
に
か
か
っ
て
い
れ

ば
救
え
た
。
調
査
報
告
が
一
人
で

も
多

く
救
う
こ
と
に
つ

な
が
れ

ば
」
と
訴
え
ま
し
た
。

死
因
の
六
割
は
が
ん

死
亡
原
因
の
六
割
が
悪
性
新
生

物
（
が
ん
）
で
（
図
）
、
男
性
が

71

％
（
45

件
）
と
圧
倒
的
に
多

く
、
65
才
未
満
の
稼
働
年
令
が
過

半
数
で
し
た
。
50
代
は
、
昨
年
の

16
％
か
ら
増
え
て

27
％
（
17
件
）

で
す
。

世
帯
構
成
は
独
居
が

36
％
（
23

件
）
、
複
数
世
帯
が

64
％
。
注
目

さ
れ
る
の
が
、
持
ち
家
で
家
族
と

同
居
中
の
事
例
が

15
件
あ
っ
た
こ

と
。
格
差
と
貧
困
が
あ
ら
ゆ
る
世

代
に
広
が
り
、
家
族
間
で
支
え
あ

う
こ
と
が
困
難
な
状
況
の
広
が
り

を
示
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

問
わ
れ
る
自
治
体
の
対
応

自
治
体
の
対
応
が
問
わ
れ
る
事

例
も
。
母
親
を
介
護
し
て
い
た

70

代
男
性
は
、
が
ん
で
入
院
に
。
月

10

万
円
の
ア
ル
バ
イ
ト
収
入
で

は

、
年
金
や
保
険
料
を

支
払
え

ず
、
無
保
険
、
無
年
金
で
し
た
。

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
介

し
て
自
治
体
に
連
絡
し
て
も
「
滞

納
は
本
人
の
責
任
」
と
相
談
に
応

じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
後
日
、
生
活

保
護
の
申
請
は
で
き
ま
し
た
が
、

転
院
先
の
病
院
で
死

亡
し
ま
し

た
。政

府
は
公
的
責
任
を
守
れ

政
府
は
「
社
会
保
障
・
税
の
一

体
改
革
」
を
打
ち
出
し
、「
社
会
保

障
拡
充
」
を
理
由
に
消
費
税
増
税

を
強
行
し
ま
し
た
。
で
す
が
、
増

税
分
で
社
会
保
障
費
に
回
し
た
の

は
16
％
だ
け
。
し
か
も
年
金
、
医

療
、
介
護
な
ど
社
会
保
障
の
あ
ら

ゆ
る
分
野
の
予
算
は
削
減
に
。
ま

た
団
塊
世
代
が
後
期
高
齢
者
に
な

る
２
０
２
５
年
に
向
け
、
都
道
府

県
に
地
域
医
療
計
画
を
作
ら
せ
、

病
床
削
減
で
医
療
費
抑
制
を
は
か

る
動
き
も
。
公
的
責
任
の
は
ず
の

社
会
保
障
を
理
念
ご
と
解
体
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

経
済
的
理
由
に
よ
る
死
亡
事
例
調
査

〝お金なく受診できず〟
63人が手遅れで死亡

全日本
民医連

調
査
概
要
メ
モ

（
２
０
１
５
年
１
月
〜
12
月
31
日
）

○
全
国
６
４
６
事
業
所
が
対
象

○
性
別：

男

45
人
、
女
18
人

年
令：

30
代
〜
80
代
（
う
ち
70
才
未
満

は
73
％
）

○
使
っ
た
制
度：

多
い
順
に
生
保

38
％
、

国
保
22
％
、
無
料
低
額
診
療
事
業
21
％
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楽しく歌って

元気になろう

●毎月第４土曜日

14時～16時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

うたごえ喫茶

いつまでも自分の足

で歩くために

●第２・４木曜日

第１・３火曜日

6月14・28日㊋

●13時30分～15時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

健康体操教室

●毎月 第３土曜日

●葛西駅

地下鉄博物館前集合

９:30集合出発
●コースは、参加者

の希望で決めてい

ます。雨天中止。

直接集合場所へ。

楽しく元気になれ

るあなたの居場所

●毎週月曜日

●８月はお休み

●食事代

コーヒー付600円

●葛西みなみ診療所

５階ホール

楽しく

歌いましょう

●７月15日（金）

13時～16時

●会費：900円

●「居酒屋こうし」

●申込み：

℡.03-3651-2944

囲 碁 ・将棋 ク ラブ 健康づくりウォーキングアミティエ
コ カリ ナ
サ ー ク ル

木の音色を

奏でませんか

●第１・３木曜日

10時～12時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●入会、見学いつで

も。直接会場へ。

●毎週 金曜日

14時～16時

●新小岩診療所

３Ｆ会議室

●参加無料です。

みなさんの参

加をお待ちし

ております。

東
日
本
大
震
災
で
の
原
発
事

故
か
ら
５
年
、
い
ま
だ
に
多
く

の
人
が
故
郷
に
戻
れ
な
い
現
実

が
あ
り
ま
す
。

故
郷
・
郡
山
で
活
動
す
る
こ

と
に
悩
ん
で
い
た
時
に
、
友
人

の
言
葉
「
福
島
の
郡
山
で
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
す
る
、
発
信
す

る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
の
で
は

な
い
の
」
が
背
中
を
押
し
て
く

れ
ま
し
た
。

７
年
前

父
（
93
歳
）
は
認

知
症
が
進
み
施
設
に
入
所
し
ま

し
た
。
施
設
の
生
活
に
満
足
し

て
い
た
わ
け
で
は
な
い
と
思
う

が
、
自
宅
に
帰
っ
て
き
て
も
落

ち
着
か
な
く
、
諦
め
て
い
た
の

か
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一

年
前
、
呼
吸
困
難
と
な
り
病
院

に
搬
送
さ
れ
亡
く
な
り
ま
し

た
。
父
そ
し
て
母
の
尊
厳
は
ど

う
だ
っ
た
の
か
を
思
い
め
ぐ
ら

す
時
に
、
空
き
家
に
な
っ
た
家

を
有
効
活
用
で
き
な
い
か
、
人

の
思
い
や
意
思
を
伝
え
る
場

所
・
地
域
に
ひ
ら
か
れ
た
居
場

所
と
し
て
利
用
で
き
な
い
か
と

思
い
た
ち
ま
し
た
。
一
人
で
は

生
き
ら
れ
な
い
の
だ
っ
た
ら
、

支
え
あ
っ
て
い
け
る
場
所
・
人

の
つ
な
が
り
が
で
き
る
住
ま
い

を
地
域
に
創
っ
て
い
き
た
い

と
。早

速
、
設
計
事
務
所
の
方
と

相
談
し
た
ら
、
予
算
内
で
何
と

か
形
に
な
り
そ
う
で
し
た
。
近

所
に
医
療
生
協
も
あ
り
協
力
し

て
く
れ
る
と
の
こ
と
で
、
心
強

い
味
方
も
で
き
ま
し
た
。
建
物

も
ほ
ぼ
完
成
し
、
８
月
後
半
開

所
の
予
定
で
す
。
誰
で
も
が
住

ん
で
い
る
地
域
で
最
後
ま
で
自

分
ら
し
く
尊
厳
の
あ
る
生
活
が

送
れ
る
よ
う
に
、
さ
さ
や
か
な

が
ら
支
援
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

地
域
に
ひ
ら
く
家
「ｃ
ｏ
ｓ
ｓ
ｅ
亀
田
」

こ

っ

せ

さわやか喫茶着物 リ メ イクの 会

福島県

西葛西 石井 うた

着なくなった着物で
洋服や小物づくり

●毎週 金曜日

●10時～15時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●参加無料

お昼持参。

カ ラ オ ケ お 楽 し み 会小物作りサークル

季節に合わせた小

物を作りましょう

●今月は

７月11日（月）

13時～16時

●参加費：700円

●新小岩診療所

３階会議室

手芸サークル

●毎月第1・2・3

水曜日

13時～16時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●参加無料ですが

作品 の実費が必

要です。

一之江センター

毎週火・水・木10時～15

時みなさんの来所をお待

ちしています。

●一之江ハーモラス
第２(土)14～16時
●小物作り
火/水/木 10～15時
●男の時間（木彫り）
第1・3(水)11～15時
●場所:一之江内科４階

核兵器廃絶の声を区民に
７月 26日 江戸川平和行進

2016 年原水爆禁止国民平和行進は、５月６日に被爆地・広島、長崎を

めざして、東京夢の島公園を出発しました。５月８日には、北海道・礼

文島を出発した「東日本コース」は、７月 26 日に千葉県の市川市に到着

し、同日午後から下記のように引き継ぎ集会が行われます。核兵器廃絶

の声を多くの区民に発信しましょうと、参加を呼びかけています。

●７月 26日（火） 午後３時集合

●場所 市川橋たもと（河川敷）

千葉からの引継ぎ後、15 時15分から出発集会を開き、

15 時30分から森林公園まで行進を行います。

１歩でも２歩でもみんなで参加しよう
戦争に反対する国民的運動が戦後かつてない高まりをみせています。

歴史的情勢にふさわしい行進として、被爆者と共に、核兵器全面禁止を

求める幅広い区民参加を呼びかけています。江戸川健康友の会も加盟団

体として会員への参加を呼びかけます。

カ ラ オケ 好きな 方 、

一緒に歌いま しょう！

●毎月第４水曜日

13時～

●会場 葛西駅前

「歌広場」

●参加費 1000円

カラオケサークル

今
年
は
、
広
島
・
長
崎
の

被
爆

70

年
、
そ
し
て
５
年

に
一
度
、
核
兵
器
全
面
禁

止
・
廃
絶
の
実
現
に
向
け
た

Ｎ
Ｐ
Ｔ
（
核
兵
器
不
拡
散
条

約
）
再
検
討
会
議
が
、
国
連

本
部
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）
で

開
か
れ
る
特
別
な
節
目
の
年

を
迎
え
て
い
ま
す
。

江
戸
川
原
水
協
（
原
水
爆

禁
止
江
戸
川
協
議
会
）
は
、

６
月

14

日
、
グ
リ
ー
ン
パ

レ
ス
で
２
０
１
６
年
度
の
定

期
総
会
を
開
き
ま
し
た
。
こ

の
4
月
か
ら
、
被
爆
者
の
呼

び
掛
け
で
核
兵
器
禁
止
・
廃

絶
を
求
め
る
国
際
署
名
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
「
核
兵

器
の
な
い
世
界
」
の
実
現
め

ざ
し
て
、
区
内
に
お
け
る
平

和
運
動
を
広
げ
よ
う
と
次
の

よ
う
な
活
動
方
針
を
決
め
ま

し
た
。

①
「
被
爆
者
が
訴
え
る
核
兵

器
廃
絶
国
際
署
名
」
の
推
進

②
原
水
禁
世
界
大
会
の
代
表

派
遣
と
平
和
行
進
の
成
功

③
第

16

回
平
和
の
た
め
の

戦
争
展
、
被
爆
者
援
護
募
金

の
取
り
組
み

④
個
人
会
員
の
拡
大
を
中
心

に
江
戸
川
原
水
協
組
織
を
大

き
く
す
る
こ
と
。
若
い
人
に

呼
び
か
け
て
平
和
運
動
の
担

い
手
を
ふ
や
す
こ
と
。

核
兵
器
の
な
い
世
界
を
め
ざ
し
て

江
戸
川
原
水
協
が
総
会

南葛西 正木千恵

千住介護福祉専門学校
2017年度入学生大募集！

★民医連唯一の介護福祉士養成校

★現場経験豊富な講師陣による授業！

★福祉用具の活用で安全で安心な介護を学びます！

★学費を100％カバーできるサポートがあります

独自の学費減免制度，奨学金貸付制度，

家賃補助貸付制度

★学校個別見学随時受け付け中

〈問い合わせ先〉

フリーダイヤル：0120-114-294

（月～土，9～17時）

メール：info@senju-kaigo.jp

学校法人東都医療福祉学院

千住介護福祉専門学校

東京都足立区千住仲町14-4

北千住駅より徒歩10分，千住大橋駅より徒歩6分

学校HP：http://www.senju-kaigo.jp

明日を決めるのは私たち－政治を変えよう！6・５全国総がかり大行動

「戦争法廃止」「貧困・格差是正」「安倍政権退陣」などをもとめて

―日比谷公園・かもめの広場― 撮影：小林 功

「Cosse亀田」

※「こっせ」は郡山弁で「来てね」
の意味です

第36回江戸川原爆犠牲者

追悼碑の会

○日時 ７月17日(日）
14時～（開場は1時20分）

○場所 葛西区民館ホール
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友
の
会
広
場

俳
句
・
川
柳
な
ど
作
品

の
寄
稿
は
毎
月
20
日
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
届
け

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

友
の
会
だ
よ
り
編
集
部

▼
俳
句

江
戸

川

長
沢

常

良

阿

波
踊

り
腰

の
印
籠

き
ら

め
け

り

墨

堤
に

暮
れ

て
ゆ
く

な
り

薄
羽

織

七

月
の

引
き

網
に
雑

魚
光

り
け

り

西

一
之

江

永

井

嶽

己

が
髪

白
さ

を
消
す

に
夏

帽
子

日

暮
れ

時
蚊

音
一
つ

に
手

踊
り

す

梅

雨
の

夜
の

靴
音
重

く
通

り
過

ぐ

▼
川
柳

清

新
町

石

川

優

広

げ

た

い

セ

コ

イ

・

カ

ロ

ウ

シ

よ

り

キ

ュ

ウ

ジ

ョ

ウ

い
つ

ま
で
と

言
う

人
よ

り
は
生

き
て

や
る

損
得

で
止
め

る
程

度
の

リ
オ
視

察

南

葛
西

小

宮
山
鑑

二

都
知

事
選
二

度
あ

る
こ

と
は
三

度
あ

り

雨
災

害
ア
ベ

ノ
ミ

ク
ス

へ
警
笛

よ

パ
大

リ
ー
グ

セ
大

学
野

球
交
流

戦

私
の
月
曜
日

南
小
岩

高
野

芳
子

昨
夜
か
ら
降
り
出
し
た
雨
は
止

む
気
配
も
な
く
、
今
日
は
何
人
位

来
て
く
だ
さ
る
の
か
と
気
に
か
か

る
。
で
も
12
時
を
過
ぎ
る
と
、
悪

天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
い
つ
も
の

お
馴
じ
み
の
顔
が
並
び
、
元
気
な

声
が
フ
ロ
ア
ー
に
広
が
っ
て
い

た
。
私
が
、
月
曜
日
「
さ
わ
や
か

喫
茶
」
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂

い
て
か
ら
は
や
半
年
が
過
ぎ
、
漸

く
多
少
の
こ
と
は
こ
な
せ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

近
頃
は
、
皆
様
の
お
名
前
な
ど

も
少
し
覚
え
、
お
話
を
さ
せ
て
頂

い
て
お
り
ま
す
。
当
初
は
葛
西
近

郊
の
方
が
多
く
、
小
岩
か
ら
通
う

私
は
と
て
も
不
安
で
し
た
。
そ
ん

な
私
を
温
か
く
迎
え
て
頂
き
、
ま

た
、
膝
を
痛
め
て
思
う
よ
う
に
動

け
な
い
時
季
に
も
、
や
さ
し
く
気

づ
か
っ
て
下
さ
っ
た
事
、
ス
タ
ッ

フ
の
方
々
に
も
感
謝
の
思
い
で
一

杯
で
す
。

今
私
た
ち
が
心
が
け
て
い
る
の

は
、
ご
家
庭
で
は
あ
ま
り
作
る
機

会
が
な
い
、
ひ
と
手
間
を
か
け
た

手
作
り
の
お
料
理
を
お
出
し
で
き

れ
ば
と
い
う
こ
と
で
す
。
和
食
を

最
も
得
意
と
す
る
チ
ー
フ
の
も

と
、
精
一
杯
頑
張
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

食
は
、
人
が
生
き
る
上
で
の
根

源
で
あ
り
、
最
も
重
要
な
も
の
の

一
つ
と
思
い
ま
す
。
お
昼
ご
飯
を

食
べ
な
が
ら
親
し
い
友
人
た
ち
と

笑
顔
で
語
り
合
う
そ
の
様
子
を
見

る
の
は
、
何
よ
り
の
喜
び
で
す
。

一
人
暮
ら
し
歴
５
年
の
私
に

と
っ
て
も
、
月
曜
日
は
、
心
の
太

陽
と
な
り
ま
し
た
。

▼
短
歌

西

瑞
江

豊
田

育

子

老
人

の
い

く
さ

話
は

凄
し
と

ぞ
声

を
弾

ま
す
介

護
士

の
娘

は

タ
リ

バ
ン

の
略

奪
怖

れ
館
員

の
決

死
の

行
動
秘

宝
を

守
る

紛
争

の
破

壊
逃

れ
し

仏
像
い

く
つ

四
千

年
の
眠

り
に

目
覚

め
て

東

葛
西

新

真

父
の

日
に

享
年

近
づ

く
今
年

な
り

い

つ
ま
で

も
子

の
ま

ま
で
い

る

夏
休

み
朝

餉
の

前
の

厩
舎
に

て

軍
馬

免
が
れ

た
生

き
馬

の
背
に

乗
る

父
と

母
の

弟
が

二
人

寄
宿
す

る

都
営

住
宅
の

狭
い

土
間

三
和
土

三
郷

市

石

塚
ふ

さ
子

な
が

ら
い

て
ひ

孫
の

写
メ
ー

ル
と

ど
く

世
に
生

声
う

れ
し

五
月
晴

れ

太
い

根
の

年
輪

語
る

白
木
蓮

十
六

月
夜

に
う
か

ぶ
花

い
ざ
よ
い

エッセイ

さわやか喫茶のスタッフと

（後列左が高野さん）

安
倍
政
権
の
も
と
で
続
く
社
会

保
障
抑

制
の
中
、
子
ど
も

、
若

者
、
働
き
盛
り
、
高
齢
者
す
べ
て

の
世
代

で
広
範
に
貧
困
が

拡
大

し
、
生
存
権
ま
で
脅
か
さ
れ
て
い

ま
す
。
貧
困
や
格
差
は
健
康
に
も

影
響
し
ま
す
。
そ
れ
を
端
的
に
示

す
の
が
、
全
日
本
民
医
連
が
加
盟

す
る
病
院
や
診
療
所
の
協
力
で
毎

年
行
っ
て
い
る
「
経
済
的
事
由
に

よ
る
手

遅
れ
死
亡
例
調
査

」
で

す
。
今
年
３
月
に
昨
年
一
年
間
の

調
査
集
計
の
概
要
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

調
査
開
始
か
ら
５
０
９
人

高
い
保
険
料
が
払
え
ず
無
保
険

状
態
に
な
っ
た
り
、
窓
口
負
担
の

支
払
い
が
ネ
ッ
ク
で
受
診
が
遅
れ

て
、
死
亡
に
至
っ
た
事
例
は

05
年

の
調
査
開
始
か
ら
、
こ
れ
ま
で
通

算
し
て

５
０
９
件
に
な
り

ま
し

た
。最

多
だ
っ
た
２
０
１
０
年
の
71

件
以
来
、
13
年
（
56
件
）
、
14
年

（
56
件
）
、
今
回

15
年
は
、
32
都
道

府
県
か
ら
63
件
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。全

日
本
民
医
連
の
岸
本
事
務
局

長
は
、
調
査
報
告
の
発
表
に
際
し

「
全
国
の
民
医
連
の
事
業
所
に
か
か

る
患
者
は
、
日
本
全
体
の
２
％
に

過
ぎ
な
い
」
と
語
り
、
63
件
が
氷

山
の
一
角
で
、
全
国
に
は
同
様
の

手
遅
れ
死
亡
が
多
数
潜
在
し
て
い

る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。
加
え

て
「
早
く
病
院
に
か
か
っ
て
い
れ

ば
救
え
た
。
調
査
報
告
が
一
人
で

も
多

く
救
う
こ
と
に
つ

な
が
れ

ば
」
と
訴
え
ま
し
た
。

死
因
の
六
割
は
が
ん

死
亡
原
因
の
六
割
が
悪
性
新
生

物
（
が
ん
）
で
（
図
）
、
男
性
が

71

％
（
45

件
）
と
圧
倒
的
に
多

く
、
65
才
未
満
の
稼
働
年
令
が
過

半
数
で
し
た
。
50
代
は
、
昨
年
の

16
％
か
ら
増
え
て

27
％
（
17
件
）

で
す
。

世
帯
構
成
は
独
居
が

36
％
（
23

件
）
、
複
数
世
帯
が

64
％
。
注
目

さ
れ
る
の
が
、
持
ち
家
で
家
族
と

同
居
中
の
事
例
が

15
件
あ
っ
た
こ

と
。
格
差
と
貧
困
が
あ
ら
ゆ
る
世

代
に
広
が
り
、
家
族
間
で
支
え
あ

う
こ
と
が
困
難
な
状
況
の
広
が
り

を
示
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

問
わ
れ
る
自
治
体
の
対
応

自
治
体
の
対
応
が
問
わ
れ
る
事

例
も
。
母
親
を
介
護
し
て
い
た

70

代
男
性
は
、
が
ん
で
入
院
に
。
月

10

万
円
の
ア
ル
バ
イ
ト
収
入
で

は

、
年
金
や
保
険
料
を

支
払
え

ず
、
無
保
険
、
無
年
金
で
し
た
。

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
介

し
て
自
治
体
に
連
絡
し
て
も
「
滞

納
は
本
人
の
責
任
」
と
相
談
に
応

じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
後
日
、
生
活

保
護
の
申
請
は
で
き
ま
し
た
が
、

転
院
先
の
病
院
で
死

亡
し
ま
し

た
。政

府
は
公
的
責
任
を
守
れ

政
府
は
「
社
会
保
障
・
税
の
一

体
改
革
」
を
打
ち
出
し
、「
社
会
保

障
拡
充
」
を
理
由
に
消
費
税
増
税

を
強
行
し
ま
し
た
。
で
す
が
、
増

税
分
で
社
会
保
障
費
に
回
し
た
の

は
16
％
だ
け
。
し
か
も
年
金
、
医

療
、
介
護
な
ど
社
会
保
障
の
あ
ら

ゆ
る
分
野
の
予
算
は
削
減
に
。
ま

た
団
塊
世
代
が
後
期
高
齢
者
に
な

る
２
０
２
５
年
に
向
け
、
都
道
府

県
に
地
域
医
療
計
画
を
作
ら
せ
、

病
床
削
減
で
医
療
費
抑
制
を
は
か

る
動
き
も
。
公
的
責
任
の
は
ず
の

社
会
保
障
を
理
念
ご
と
解
体
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

経
済
的
理
由
に
よ
る
死
亡
事
例
調
査

〝お金なく受診できず〟
63人が手遅れで死亡

全日本
民医連

調
査
概
要
メ
モ

（
２
０
１
５
年
１
月
〜
12
月
31
日
）

○
全
国
６
４
６
事
業
所
が
対
象

○
性
別：

男

45
人
、
女
18
人

年
令：

30
代
〜
80
代
（
う
ち
70
才
未
満

は
73
％
）

○
使
っ
た
制
度：

多
い
順
に
生
保

38
％
、

国
保
22
％
、
無
料
低
額
診
療
事
業
21
％
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無
差
別
・
平
等
の
医
療
と
福

祉
の
充
実
を
め
ざ
し
て
い
る
全

日
本
民
医
連
（
全
日
本
民
主
医

療
機
関
連
合
会
）
の
「
共
同
組

織
」
と
し
て
、
江
戸
川
健
康
友

の
会
第
７
回
定
期
総
会
は
、
要

旨
次
の
よ
う
な
２
０
１
６
年
度

の
活
動
方
針
を
決
め
ま
し
た
。

①
国
庫
負
担
を
増
や
し
て
、
高

す
ぎ
る
国
保
料
、
介
護
保
険

料
の
引
き
下
げ
、
75
才
以
上

の
医
療
費
窓
口
負
担
を
無
料

に
、
年
金
の
切
り
下
げ
反
対

な
ど
の
要
求
と
共
に
「
自

立
・
自
助
」
な
ど
の
助
け
合

い
を
押
し
付
け
る
社
会
保
障

の
変
質
と
解
体
、
徹
底
し
た

予
算
の
削
減
に
反
対
す
る
活

動
に
と
り
く
み
、
誰
も
が
安

心
し
て
利
用
で
き
る
医
療
・

介
護
制
度
な
ど
、
社
会
保
障

の
充
実
を
求
め
る
活
動
に
と

り
く
み
ま
す
。

②
健
康
的
な
毎
日
を
送
る

に

は
、
自
分
の
身
体
の
状
態
を

知
る
こ
と
が
大
切
。
病
気
の

早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た

め
、
無
料
で
受
診
で
き
る
国

保
・
長
寿
健
診
な
ど
、
区
民

検
診
の
受
診
を
呼
び
か
け
ま

す
。
ま
た
、
「
新
小
岩
・
一

之
江
・
葛
西
み
な
み
」

な

ど
、
民
医
連
加
盟
の
三
つ
の

医
療
機
関
と
連
携
し
て
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

接

種
、
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
な

ど
の
婦
人
科
健
診
に
も
と
り

く
み
、
健
康
づ
く
り
の
活
動

を
す
す
め
ま
す
。

③
江
戸
川

大
気
汚
染
を
な
く

会
、
公
害
患
者
会
と
共
に
き

れ
い
な
空
気
と
み
ど
り
を
ふ

や
し
、
公
害
を
な
く
す
活
動

に
と
り
く
み
ま

す
。
と
く

に
、
車
社
会
か
ら
の
転
換
を

め
ざ
し
、
自
動
車
排
ガ
ス
規

制
、
沿
道
緑
化

、
ブ
ル
ー

レ
ー
ン
・
ナ
ビ
マ
ー
ク
な
ど

で
自
転
車
の
走
行
環
境
の
整

備
を
求
め
る
活
動
に
と
り
く

み
ま
す
。

④
孤
立
の
な
い
、
ゆ
と
り
あ
る

高
齢
期
を
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
し
た
い
と

の
思
い
は
、
高
齢
者
み
ん
な

の
願
い
で
す
。
介
護
保
険
で

は
利
用
で
き
な
い
家
事
、
清

掃
、
外
出
支
援
な
ど
、
く
ら

し
応
援
の
助
け
合
い
、
支
え

あ
い
活
動
に

と
り
く
み
ま

す
。

⑤
区
内
人
口
約
68
万
人
、
65
才

以
上
の
高
齢
比
率
は
約

21
％

で
す
。
高
齢
者
が
地
域
で
元

気
に
交
流
し
、
集
う
身
近
な

〝
居
場
所
〞
（
食
事
会
）
の

内
容
を
充
実
し
ま
す
。

⑥
戦
争
法
の
廃
止
と
社
会
保
障

構
造
改
革
の
中
止
を
求
め
、

立
憲
主
義
を
取
り
も
ど
し
、

憲
法
９
条
・
25
条
を
守
る
共

同
の
輪
を
大
き
く
広
げ
、
人

権
と
平
和
を
守
る
た
め
に
活

動
し
ま
す
。

⑦
健
康
友
の
会
を
大
き
く
す
る

た
め
に
支
部
や
班
づ
く
り
に

と
り
く
み
ま
す
。
楽
し
み
と

生
き
が
い
を
つ
く
れ
る
多
様

な
サ
ー
ク
ル
活
動
に
と
り
く

み
ま
す
。

２７

どこの処方箋でもお受けいたします

なぎさ薬局では、おくすり手帳をお渡しして

おります。みなさんが飲んだり、使ったりしてい

るお薬の記録を残すためのものです。この手

帳があれば、

◆医師・薬剤師が、どのような薬をどのくらいの

期間使用しているかを知ることができます。

◆医師・薬剤師が、同じ薬が重なっていないか、

よくない飲み合わせではないかをチェックで

きます。おくすり手帳は、

お薬を有効に、安全に使用

していただく手助けにな

るのです。

なぎさ薬局
T E L 0 3- 5 6 79 - 7 1 37／ FAX 0 3 -5 6 7 9 -7 1 3 8

Ｑ：漢方薬は、すぐには効かないのですか？

Ａ：「長く飲まないと効果がない」というイメージの強

い漢方薬ですが、すぐに効果を発揮するものもありま

す。

急性の病気に使う麻黄湯（まおうとう）（インフルエ

ンザに使用）・葛根湯（かっこんとう）（風邪のひきは

じめに使用）・灼薬甘草湯（しゃくやくかんそうとう）

（こむらがえりに使用）などがその例です。これらで重

要なのは、飲むタイミングを遅らせないことです。時

期が過ぎて飲み続けても、十分な効果を発揮しませ

ん。

反対に、「疲れやすい」「冷え性」などの体質の改善

や、長引く痛みなどに使用する「補中益気湯（ほちゅ

うえっきとう）」「桂枝加朮附湯（けいしかじゅつぶと

う）」などは効果が出るまで時間がかかり、飲み続ける

必要があります。目安としては、早くて 2 週間、長く

て４週間ほど続けると効果を感じられる場合が多いよ

うです。

Ｑ：漢方薬に副作用はないのですか？

Ａ：ゼロではありません。どのような生薬（漢方薬の

原料）が含まれる漢法薬なのかを知ることで、注意す

べき副作用を知ることができます。有名なところで

は、多くの漢方薬に含まれている甘草です。摂りすぎ

た場合、体内のカリウムが低くなり、血圧上昇やむく

みなどの副作用が出ます。甘草を多く飲むほど発生す

る可能性が高くなります。漢方薬を数種類飲む場合に

は、特に注意が必要です。

その他、麻黄（まおう）を含む漢方で不眠、地黄

（じおう）を含む漢方で胃障害、附子（ぶし）や人参を

含む漢方で血圧上昇が起こる場合があります。

Ｑ：副作用を防ぐ方法はありますか。

Ａ：副作用が起こるのは、多くの場合、体質に合って

いない漢方薬を選んでいるためです。人参は虚弱体質

の方に使われる生薬ですが、これを元気な人が飲むと

血圧上昇が起こりやすくなります。

小紫胡湯（しょうさいことう）で間質性肺炎が起

こったという報告もありますが、肝炎の治療のため、

体質を無視して一律に乱用したことも、副作用の原因

のひとつと考えられています。

また、冷えや生理痛などの改善のため、 女性に使わ

れることも多い漢方薬ですが、妊娠中に飲んではいけ

ない生薬もあります。市販薬を購入する場合、必ず薬

剤師に相談してください。

漢方薬を上手に使うためには、自分にぴったり合っ

たものを選ぶことが一番大切です。まずは専門医を受

診することをおすすめします。

機関誌「いつでも元気」より転載

編
集
後
記

▼
つ
い
に
舛
添
氏
が
知
事
を
辞
め
、
都

知
事
選
挙
と
な
り
ま
し
た
。
５
月
、
６

月
と
ま
あ
次
か
ら
次
へ
と
発
覚
し
た
政

治
資
金
の
不
適
切
な
使
い
方
、
公
私
混

同
も
は
な
は
だ
し
く
セ
コ
イ
、
一
貫
し

て
独
り
よ
が
り
、
辞
め
る
の
は
あ
た
り

ま
え
で
す
が
、
し
か
し
そ
の
真
相
究
明

も
中
途
半
端
の
ま
ま
終
わ
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
▼
で
も
は
っ
き
り
し
た
事
も
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
は
政
治
資
金
規
制

法
・
政
党
助
成
法
が
い
か
に
ザ
ル
法
で

あ
っ
た
か
で
す
。
さ
っ
そ
く
見
直
し
、

改
正
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
▼
都
民

の
暮
ら
し
の
中
で
切
実
な
問
題
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
先
日
、
麻
生
大
臣
が

「
90
歳
で
老
後
の
心
配
だ
と
？
い
つ
ま

で
生
き
る
つ
も
り
か
よ
」
と
言
っ
た
そ

う
で
す
。
老
後
の
心
配
を
し
な
く
て
も

い
い
政
治
、
社
会
保
障
の
充
実
等
、
今

後
の
都
政
を
に
な
う
知
事
に
は
ぜ
ひ
実

現
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
（
猪
瀬
）

役立つ健康メモ 41 薬の話⑨

漢方薬について（下）

２
０
１
６
年
度
・
友
の
会
活
動
方
針

２０１６年度役員名簿

役職名 氏 名 地 域

会 長 八 巻 登 北 篠 崎

副 会 長
石 井 う た
猪 瀬 悠 紀 子
渡 辺 利 子

西 葛 西
中 央
東 瑞 江

事 務 局 長 黒 木 武 義 南 葛 西

事務局次長

佐 藤 翼
丸 山 愛 三
日 影 館 一
高 取 伸 吉
西 山 千 尋
藤 巻 良

西 葛 西
松 島
職 員
職 員
職 員
職 員

幹 事

青 柳 恵 美 子
有 馬 三 郎
石 井 勝 治

伊 藤 信 子
飯 島 新 二
今 関 カ ネ 子
遠 藤 哲
太 田 美 音
久 高 美 枝 子

小 林 功
櫻 井 和 代
佐 藤 ケ イ 子
嶋 村 伸 子
鈴 木 正 美

武 居 一 夫
高 野 芳 子
千 葉 邦 彦
寺 澤 カ ツ
遠 田 雄 一
中 村 栄 子

則 近 恵 津 子
福 本 悦 子
正 木 千 恵
森 岡 糸 子
森 野 操

吉 川 文 男
渡 部 周 次 郎

松 島
北 葛 西
西一之江

東 葛 西
西 葛 西
清 新 町
南 葛 西
清 新 町
南 葛 西

江 戸 川
江 戸 川
東 葛 西
東 葛 西
西 葛 西

中 葛 西
南 小 岩
南 葛 西
南 葛 西
中 葛 西
鹿 骨

中 葛 西
中 葛 西
南 葛 西
臨 海 町
西 瑞 江

江 東 区 北 砂

一 之 江

会 計 監 査
表 優 子
松 永 道 代

職 員
松 島
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※休診日は日曜・祭日・年末年始
夏休み（８月で一ヶ月前から掲示）です。

新小岩診療所・診療案内
江戸川区松島4-27-2 電話０３－３６５１－２９４４

葛西みなみ診療所・診療案内
江戸川区南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル２Ｆ 電話０３－５６７９－７１４４

一之江内科クリニック・診療案内

江戸川区一之江3-2-35 一之江ＴＩＡビル２Ｆ 電話０３－３６５６－６６８８

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30分

松村所長 和泉祐一 松村所長

注②
診療受付
10:30～
12:30
福山朋房

関口康宣

第1.3.5
松村所長
第2.4
工藤恵子

午後
14時～16時30分

注①
予約外来
松村所長

注①
予約外来
松村所長

休診
（訪問診察）

注①
予約外来
松村所長

当面休診 休診

夜間
18時～19時30分

休診 松村所長 休診 松村所長 休診 休診

受付時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～
12時30分

田村倫朗
(内科)

田村倫朗
(内科)

佐藤 望
(内科・神経内科)

田村倫朗
(健康診断)

田村倫朗

(内科)
恩田圭司
(整形外科)

吉川俊治
第1.3(内科)
江花有亮
第2.4.5(内科)

午後
14時～16時

田村倫朗
(内科)
福島 琢
(訪問診療)

外来休診

田村倫朗
(訪問診療)

大内修司
(内科・糖尿病)
佐野裕之
(訪問診療)

田村倫朗
(内科)

外来休診

休診
田村倫朗
(訪問診療)

夜間
18時～20時

休診
田村倫朗
(内科)

大倉哲朗
(内科外科)

休診
田村倫朗
(内科)

休診

安心して住みつづけられるまちづくりをめざして

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時

高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 松村 元田

午後
14時～17時

高野所長 高野所長
訪問診療

高野所長
訪問診療

休診
高野 小川

夜間
17時～18時30分

休診 高野所長 休診 高野所長 休診 休診

葛西駅

か
さ
い

保
健

医
療

福
祉

ビ
ル

２
Ｆ

葛
西
み
な
み
診
療
所
→

セブンイレブン

釣
具
上
州
屋

←公園

葛
西
み
な
み
高
校
入
口

環
七
通
り

環
七
通
り

一之江ＴＩＡビル２Ｆ

一之江内科クリニック
↓

↑

バスターミナル

ローソン↓

新小岩駅

↑

新
小
岩
診
療
所

平
和
橋
通
り

新
小
岩
一
丁
目

↓

ル
ミ
エ
ー
ル
商
店
街

松島通り

交
番

パーマ→

今井
街
道

一之
江駅

浦安方面→

市川方面→

本八
幡方
面→

戦
争
す
る
国
づ
く
り
に
反

対
し
、
誰
も
が
安
心
の
医
療
・

介
護
を
。
困
難
を
か
か
え
た

人
び
と
に
寄
り
添
う
友
の
会

活
動
を
す
す
め
よ
う
。
班
づ

く
り
を
す
す
め
、
１
５
０
０

名
の
友
の
会
を
つ
く
ろ
う
。

の
三
つ
の
活
動
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
か
か
げ
て
６
月
18
日
に
葛

西
み
な
み
診
療
所
５
階
で
定

期
総
会
が
ひ
ら
か
れ
ま
し
た
。

総
会
に
先
立
っ
て
行
わ
れ

た
記
念
講
演
は
医
療
法
人
・

南
葛
勤
医
協
の
久
手
堅
る
み

子
副
看
護
部
長
が
「
介
護
保

険
と
総
合
事
業
」
の
テ
ー
マ

で
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

久
手
堅
さ
ん
は
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
と
し
て
、
介
護
保
険

の
利
用
者
と
家
族
の
状
況
に

つ
い
て
事
例
を
紹
介
し
な
が

ら
、
年
々
制
度
改
悪
が
す
す

み
、
ほ
ん
と
う
に
困
っ
て
い

る
人
が
利
用
で
き
な
い
こ
と
、

保
険
料
、
利
用
料
も
負
担
が

増
大
し
て
い
る
こ
と
、
要
介

護
度
３
以
上
で
な
い
と
、
利

用
で
き
な
い
方
向
に
す
す
ん

で
い
る
こ
と
な
ど
を
お
話
し

さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
は
「
介
護
制
度
の

改
悪
で
老
後
が
心
配
」「
憲
法

の
解
釈
を
変
え
て
戦
争
す
る

国
づ
く
り
は
許
せ
な
い
」
「
社

会
保
障
の
充
実
を
」
な
ど
の

思
い
を
反
映
し
て
約
90
人
の

会
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

総
会
議
事
は
、
ス
ラ
イ
ド

を
使
っ
て
の
活
動
報
告
と
２

０
１
６
年
度
の
活
動
方
針
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
１

６
年
度
の
重
点
的
な
活
動
と

し
て
①
憲
法
９
条
を
守
り
、

安
保
法
制
を
廃
止
②
社
会
保

障
制
度
の
充
実
を
求
め
る
③

助
け
合
い
活
動
を
広
げ
る
④

健
康
づ
く
り
や
健
診
に
と
り

く
む
⑤
サ
ー
ク
ル
活
動
を
旺

盛
に
す
す
め
る
⑥
地
域
に
班

を
つ
く
り
１
５
０
０
名
の
友

の
会
を
つ
く
る
こ
と
な
ど
を

確
認
し
ま
し
た
。
そ
し
て
会

計
報
告
と
予
算
案
、
会
長
は

じ
め
、
幹
事
40
名
の
役
員
提

案
が
行
わ
れ
、
総
会
議
案
は

大
き
な
拍
手
に
よ
っ
て
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
は
南
葛
勤
医
協
を

は
じ
め
、
区
内
の
民
主
団
体
、

労
働
組
合
、
日
本
共
産
党
の

区
議
団
な
ど
の
代
表
が
出
席

し
、
祝
辞
と
激
励
の
言
葉
が

の
べ
ら
れ
ま
し
た
。

議
事
終
了
後
は
出
席
者
に

よ
る
懇
親
会
が
開
か
れ
、
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

注① 月・火・木の午後は予約外来となっていますが、ご予約のない方も受診

いただけます。（予約優先）

注② 木曜日9:00～10:30は健康診断専用時間です。
内科受診の希望者は10:30～12:30の間にお越しください。

医療・介護など社会保障の充実を

江
戸
川
健
康
友
の
会
・
第
７
回
総
会
ひ
ら
く

総会後の懇親会で職員と共になごやかに展望を語り、

歌やおどりを楽しみました

「
友
の
会
だ
よ
り
」
８
月
号
は
休
刊
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す




